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分担研究報告書 

好酸球性副鼻腔炎におけるIL-4受容体α鎖発現と粘膜内リンパ組織形成に関する研究 

 

研究分担者   岡野 光博   国際医療福祉大学   教授 

Ａ．研究目的 

好酸球性副鼻腔炎における抗体治療薬のターゲッ

トのひとつとなるIL-4Rαの効果発現メカニズムを検

討するために、鼻副鼻腔粘膜における IL-4Rαの発現

およびその意義を解析した。 

 

Ｂ．研究方法 

手術時に得られた好酸球性副鼻腔炎を含む慢性副

鼻腔炎患者の鼻茸および鈎状突起粘膜を対象とした。

抗 IL-4Rα抗体にて免疫染色を行い、組織中の IL-4R

α陽性細胞数を測定した。 

 

（倫理面への配慮） 

国際医療福祉大学成田病院倫理委員会で承認され

た研究である（慢性副鼻腔炎の難治化因子とその制御

機構に関する研究）。 

 

Ｃ．研究結果 

IL-4Rα陽性細胞は非好酸球性副鼻腔炎に比較し好

酸球性副鼻腔炎で有意に高値を示した。特に中等症~

重症好酸球性副鼻腔炎で顕著であった。また粘膜内リ

ンパ組織は鈎状突起に比較して鼻茸で多く認めた、さ

らに粘膜内リンパ組織を構成するCD19/CD20陽性B

細胞の多くが IL-4Rαを発現していた。 

 

Ｄ．考察 

抗 IL-4Rα抗体の投与により、血清総 IgE量の低下

がみられる。今回の結果からは、IL-4Rαを介するシ

グナルが粘膜内リンパ組織形成を促し、血清総 IgE量

の増加を誘導している可能性が考えられた。 

 

Ｅ．結論 

IL-4Rαは粘膜内リンパ組織の形成を介して、IgE

産生など好酸球性副鼻腔炎の病態に関与する可能性

が示唆された。 

 

Ｆ.健康危険情報 

なし 
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研究要旨 

好酸球性副鼻腔炎における抗体治療薬のターゲットのひとつとなる IL-4受容体α鎖（IL-4Rα）の鼻副

鼻腔粘膜における発現を検討した。IL-4Rα陽性細胞は非好酸球性副鼻腔炎に比較し好酸球性副鼻腔炎

で有意に高値を示した。また粘膜内リンパ組織は鈎状突起に比較して鼻茸で多く認めた、さらに粘膜内

リンパ組織を構成するB細胞の多くが IL-4Rαを発現していた。以上より、IL-4Rαは粘膜内リンパ組

織の形成に関わり、IgE産生に関与する可能性が示唆された。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況(予定を含む) 

1.特許取得 
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2.実用新案登録 
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